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CMT解＋地震の相似則

tFISH

REGARD

①データベースによ
る第１報が過小な
場合に津波警報の
引き上げに活用

②実際に津波が観測
される前に過大な
津波警報の引き下
げに活用。

③津波の推移予測
に活用

リアルタイムシミュレーションの活用（案）

遠地実体波による震源過程解析

課題
①津波警報に資するための地形分解能等の検討
②種々の初期波源によるシミュレーション結果を津波予測へ適切に反映する手法
③各手法毎の初期水位分布の不確実性を津波予測に反映する手法

津波初期波源の推定技術



津波初期波源の推定技術 長所 短所

CMT解＋地震の相似則 ・迅速に解析結果が得られる ・地震の規模が大きくなると、一様な
すべりの１枚の断層では、空間的に
不均質な初期水位分布を適切に表
現できない

REGARD（国土地理院) ・すべり分布モデルでは、断層面
上のすべりの不均質を推定できる
ので、沿岸での津波高さの予測精
度の向上が期待できる

・陸上のGNSS観測点から断層モデル
を推定するので、陸地から離れると
解析結果の精度が低下する
・観測ノイズを考慮すると、M>8の地
震でないと良い解を得るのが困難
・解析対象がプレート境界に限られる
（すべり分布モデル）

tFISH＋沖合津波観測（S-net, DONET, 
GPS波浪計）

・初期水位分布を沖合の津波観測か
ら直接推定できるので、高い予測
精度が期待できる

・海底津波計のノイズの影響を受
けた偽波源を推定することがある。
・沖合津波計が設置されている海域
に限られる

遠地実体波による震源過程解析 ・断層面上のすべりの不均質を推定
できるので、沿岸での津波高さの
予測精度の向上が期待できる

・解析結果が得られるまでに時間
がかかる
・すべりの時空間分布を推定するため、
解析における未知数が多く、安定し
た解を得るための工夫が必要

各種の初期波源推定技術の長所・短所



津波予報データベース改善（案）

沖合いの予測地点の
高さからグリーンの
法則により沿岸の高
さに換算

津波シミュレーション

沖合い予測地点（約６００点）での
津波最大高さ、到達時刻を計算

・沖合の予測地点の津波の
高さからのグリーンの法
則による沿岸での津波の
高さ換算は廃止
・津波シミュレーションから
得られる沿岸での津波の
高さを津波警報に活用

震源断層モデルの設定の見直し

震源断層モデル
（約１０万）を設定

・津波のシミュレーションの方程式は
現行と同様に海底摩擦を考慮した
非線形長波の式を用いる
・高分解能の海底地形データを使った
シミュレーションを実施

現行の津波予報データベースの仕組み

課題
①沿岸のごく少数の格子で極端に高い津波計算値が得られた場合の取り扱い
②多数の沿岸地点の津波高さから津波予報区の代表値を得る方法
③天文潮位を考慮した絶対高を予測するためにデータベースに格納する要素



津波の減衰予測

最大波の高さ
最大波出現以後の減衰特性

課題
①最大波の出現以後の減衰を統計的に予測する手法の開発
②減衰や後続波を予測するための長時間シミュレーションの活用可能性の検討

第１波の到達時刻

最大波の出現時刻

黒実線枠：現在予測している要素

赤破線枠：実現のために予測すべき要素

津波の推移や津波警報等の解除の見込みを提供し、さらに天文潮を考慮した津波の
高さを予測するには、最大波の出現時刻や減衰特性を精度よく予測する必要がある。



天文潮位等を考慮した津波の絶対高を予測

津波

課題
①津波の第１波から最大波及び減衰までを予測する手法の開発
②津波予報データベースへ格納する要素の検討
③絶対高を提供する方法の検討

天文潮位

予想される津波の最大の高さ

第１波の到達予想時刻

満潮時刻

天文潮位等を考慮した絶対高で津波の高さを予測
現在、津波の高さと満潮時刻を別々に情報発表していることを改善

地震時の地殻変動や防潮堤等の沿岸構造物を考慮することにより、浸水の判断にも活用できることが期待

赤実線枠：現在予測している要素



まとめ
• 提言内容
① 津波の第１波・最大波から減衰までの津波の時間的推
移や警報・注意報の解除の見通しの提供

② 津波の高さについては、天文潮位等も考慮した予測

③ 地震発生後、約3分で発表する津波警報等の第１報に
は、引き続き津波予報データベースを活用

• 提言実現のため必要とされる津波予測技術
– 最大波の出現時期、その後の減衰傾向までを精度よく予
測する技術
• リアルタイムシミュレーションの活用
• 過去の観測に基づく統計的方法による推移予測手法の開発

– 第１報の津波警報等の精度向上
• 量的津波予報データベースの改善


